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研究成果の概要（和文）：　本研究では唾液分泌促進作用と粘着作用を促進ポリグルタミン酸と抗酸化作用によ
る粘膜損傷治癒作用を有する白金ナノコロイドを応用し、粘弾性特性と粘着性も付与したドライマウス義歯患者
用口腔保湿ジェルを創製することを目的とする。
　CMCNaとPVM-MAを含有する水溶液を用いた。粘着性と粘度は混水比よりもCMC-NaとPVM-MAの割合が大きく影響
した。動的粘性率と動的損失粘性率には混水比が、損失正接にはCMC-NaとPVM-MAの割合が大きく影響を及ぼすこ
とがわかった。ポリグルタミン酸と白金ナノコロイドについて考察を行い、レオロジー的性質と操作性等の評価
を行った。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study was to develop the mouth moisturizer that 
includes polyglutamic acid with saliva acceleration and adhesive function and platinum nano colloid 
with antioxidative effect for the denture patients having dry mouth. This material has viscoelastic 
and adhesive properties.
 Sodium carboxymethyl cellulose (CMC-Na) and poly(methyl vinyl ether-maleic anhydride) (PVM-MA) were
 used. The effect of the CMC-Na/PVM-MA weight ratio on adhesion strength and viscosity was larger 
than that of the P/W ratio. Real part of complex viscosity and imaginary part of complex viscosity 
were more influenced by he P/W ratio, and loss tangent was more influenced by CMC-Na/PVM-MA weight 
ratio. Polyglutamic acid and platinum nano colloid were discussed, and relationship between 
viscoelastic properties and manipulation was evaluated.

研究分野： 歯科補綴学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢者の多くは義歯を装着しているが、65歳以上の高齢者のうち56.1%がドライマウスを自覚しており、唾液分
泌量の減少は義歯の維持安定性の低下と義歯性潰瘍などの病変を引き起こす。また高齢者とくに要介護高齢者で
は順応性が低下しており、使い慣れた義歯を使用することが有効である。本研究で目指す唾液分泌促進機能を有
するドライマウス義歯患者用粘膜活性口腔保湿ジェルが実用化されれば、新義歯のみならず使い慣れた義歯にも
適用できるため、義歯機能の向上およびそれにともなう口腔機能の維持・向上を期待できる。高齢者とくに要介
護高齢者のQOL向上に寄与するものと考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
高齢者の多くは義歯を装着しているが、65 歳以上の高齢者のうち 56.1%がドライマウスを自

覚しており、唾液分泌量の減少は義歯の維持安定性の低下と義歯性潰瘍などの病変を引き起こ
す。また高齢者とくに要介護高齢者では順応性が低下しており、使い慣れた義歯を使用するこ
とが有効である。本研究で目指す唾液分泌促進機能を有するドライマウス義歯患者用粘膜活性
口腔保湿ジェルが実用化されれば、新義歯のみならず使い慣れた義歯にも適用できるため、義
歯機能の向上およびそれにともなう口腔機能の維持・向上を期待できる。高齢者とくに要介護
高齢者の QOL 向上に寄与するものと考えられる。 

 
２．研究の目的 
本研究では、唾液分泌促進作用と粘着作用を促進すると考えられるポリグルタミン酸と抗酸化

作用による粘膜損傷治癒作用を有する白金ナノコロイドを応用し、粘弾性特性と粘着性も付与し
たドライマウス義歯患者用口腔保湿ジェルを創製することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
本研究では上述した新規軟質リライン材の開発のため種々の実験を行ったが、主な実験のみ

以下に示す。 
 

材料 
本研究では粉末タイプ義歯安定剤の基本的な成分であるカルボキシメチルセルロースナトリ

ウム（CMC-Na）とメトキシエチレン無水マレイン酸共重合体（PVM-MA）を用いた。粉末は CMC-Na
と PVM-MA を 100:0、75:25、50:50、25:75 および 0:100 の 5種類の割合で混合したものを用い
た。粉液比は 0.125、0.250、0.375、0.500 の 4種類とし、蒸留水を用いて、粉と液を 30秒間
自動練和機（スーパーらくねる Fine，ジーシー社製）で混和した。 
 

義歯床との接合力 
万能材料試験機（EZ Test，島津製作所）を用いて測定した。ISO 10873 に準じて、感圧軸お

よび試料を載せるプレートはアクリルレジンを用いて作製した。接合間距離は 0.1 mm および
0.5 mm の 2 種類に規定した。混合後の試料を直ちにプレートに載せ、規定した距離に設定し、
30 秒間保持した。クロスヘッドスピード 5 mm/min で引張り試験を行い、最大接合力を記録し
た。測定は各試料 5回ずつ行った。 
 
粘度の測定 
初期粘度の測定は、ストレス制御式レオメーター（AR-G2、TA インスツルメント社製）を用

いて行った。直径 2 cm のフラットプレートを使用し、ギャップは 1 mm とした。測定温度 23.0 ℃
の条件下で、ずり速度 0.1～100 sec⁻¹の間で測定を行い、1 sec⁻¹の粘度を比較、検討した。 
 
動的粘弾性の測定 
動的粘弾性の測定には、ストレス制御式レオメーターを用い、ジオメトリーは直径 2 cm およ

び 6 cm のフラットプレートとした。ギャップは 1 mm とし、測定温度 37 ℃の条件下で、周波
数 0.01～100 Hz で測定を行った。動的粘性率（’）、動的損失粘性率（”）および’/’’で表
される損失正接（tan ）の 3 つの粘弾性係数値を算出し、1.0 Hz における値を比較、検討し
た。 
 
４．研究成果 
 義歯床との接合力では、すべての因子およびその交互作用において有意差を認めた（P < 

0.05）。粉液比が大きく、接合間距離が小さい方が高い接合力を示す傾向にあった。また粉液比
や接合間距離を変化させても、CMC-Na の割合が高いほど接合力が高くなる傾向にあった（図 1）。
PVM-MA 単体の試料はどの条件においても低い接合力を示した。 
接合力に対する各因子の寄与率を算出したところ、組成が 59.2 %と最も高く、CMC-Na と

PVM-MA の割合が最も接合力に影響を及ぼした。次いで粉液比が 19.8 %と高く、接合間距離は
8.3 %だった。 
粘度については、すべての因子およびその交互作用において有意であった（P < 0.05）。CMC-Na

の値が大きく、粉液比が大きいほど粘度が高い傾向となった。PVM-MA 単体の試料ではどの紛液
比においても低い粘度を示した（図 2）。 
粘度に対する各因子の寄与率を算出したところ、組成が 42.2 %と高く、CMC-Na と PVM-MA の

割合が粘度に大きな影響を及ぼした。粉液比は 37.7 %だった。接合力に対する寄与率は組成が
59.2 %、粉液比が 19.8 %であったことと比較すると、粘度に関しては粉液比の影響が大きくな
る傾向であった。 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 接合力と組成との関係 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 粘度と組成との関係 
 
 以上の結果より、CMC-Na と PVM-MA の組成がもっとも初期粘度および接合力に影響を及ぼす
ことが示唆された。 
 
 動的粘弾性については、すべての因子およびその交互作用において有意であった（P < 
0.05）.CMC-Na の割合が高く、粉液比が大きくなるほど’および”は増加する傾向となった
（図 3）。CMC-Na を含む試料では粉液比が大きくなるにつれて tan の値が減少したが、PVM-MA
単体の試料では増加した。 
各係数に対する各因子の寄与率を算出したところ、’および”は粉液比が約 40 %と高く、

一方 tan は組成の違いが約 40%であった。 
これらのことより、粉液比および組成は、異なる動的粘弾性係数に影響を及ぼすことが示唆

された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 動的損失粘性率(”)に及ぼす粉液比(P/L)の影響 
 
 



 
上記の実験および以下に示す発表論文等から得られた知見は、新規ドライマウス義歯患者用

口腔保湿ジェルの開発に寄与するものと考えられる。 
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